
がまごおり 議会だより 2026. 11

11

側
の
道
路
新
設
工
事
を
、
10
年

度
に
橋
梁
西
側
の
道
路
新
設
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

道
路
の
完
成
時
期
及
び
開

通
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

順
調
に
工
事
が
進
ん
だ
場

合
に
は
、
10
年
度
の
工
事
完
了

後
に
供
用
開
始
が
可
能
と
な
る

た
め
、
同
年
度
末
の
開
通
を
目

指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

●
消
防
費

防
災
士
資
格
取
得
支
援
事
業
費

補
助
金

問　

事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
７
年
度
か
ら
の
新
規

事
業
で
、
市
民
の
防
災
士
資
格

取
得
を
支
援
し
、
地
域
の
防
災

活
動
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ

と
で
、
自
助
、
共
助
の
促
進
及

び
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

事
業
で
あ
る
。

　

補
助
額
は
、
資
格
取
得
に
要

す
る
対
象
経
費
の
２
分
の
１
相

当
額
で
、
上
限
額
は
２
万
５
０

０
０
円
で
あ
る
。
７
年
度
の
実

績
は
２
名
、
補
助
額
５
万
円
で

あ
っ
た
。

問　

周
知
の
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

自
主
防
災
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
や
防
災
講
話
の
際
に
周
知

し
た
り
、
広
報
が
ま
ご
お
り
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

等
に
よ
り
、
制
度
の
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

資
格
取
得
後
の
地
域
防
災

活
動
へ
の
参
加
や
活
用
を
促
進

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
課
題
と
考
え
る
。

●
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
７

６
３
７
万
円
の
純
損
失
を
計
上

し
ま
し
た
。
当
年
度
未
処
理
欠

損
金
は
５
２
２
万
円
で
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
４

億
３
８
６
１
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
ま
し
た
。
当
年
度
未
処

分
利
益
剰
余
金
は
11
億
１
１
６

８
万
円
で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
７

億
６
９
５
４
万
円
の
純
損
失
を

計
上
し
ま
し
た
。
当
年
度
未
処

理
欠
損
金
は
１
３
７
億
９
９
０

０
万
円
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
１
６
７
２

億
４
２
９
６
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
０
・
５
％
減
、
本
場

入
場
者
数
は
４
・
３
％
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

条
例
議
案

●
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
鉄
道
事

業
再
構
築
事
業
基
金
条
例
の

制
定

（
第
64
号
議
案
）

　

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
が
運

行
す
る
蒲
郡
線
に
か
か
る
、
鉄

道
事
業
再
構
築
事
業
に
必
要
な

経
費
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
名
鉄
西
尾
・
蒲

郡
線
鉄
道
事
業
再
構
築
事
業
基

金
を
設
置
す
る
た
め
本
条
例
を

制
定
し
ま
す
。

　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額

は
、
市
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
で
定
め
る
額
と
し
ま
す
。

基
金
の
運
用
か
ら
生
じ
る
収
益

は
蒲
郡
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
に
計
上
し
、
こ
の
基
金
に

編
入
し
ま
す
。
ま
た
、
市
長
は

財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

時
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、

期
間
及
び
利
率
を
定
め
、
基
金

に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に

繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

●
経
済
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

基
金
を
設
置
す
る
目
的
を

伺
う
。

答　

令
和
９
年
度
か
ら
の
15
年

間
で
予
想
さ
れ
る
費
用
負
担
は

41
億
４
３
８
０
万
円
と
見
積
も

ら
れ
て
お
り
、
将
来
的
な
支
出

に
備
え
る
た
め
基
金
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
毎
年
の
負
担
額
の

変
動
に
か
か
わ
ら
ず
安
定
的
な

予
算
確
保
が
可
能
に
な
る
も
の

で
す
。

年度
会計名 令和７年度 令和６年度 令和５年度

一　般　会　計 千円
7,000,000

千円
6,653,000

千円
8,278,400

特別会計 土地区画整理事業 710,000 670,000 600,000

企業会計
下水道事業 1,218,000 977,000 820,000
病 院 事 業 2,040,000 1,900 ,000 1,700 ,000

合　　　　　計 10,968,000 10,200 ,000 11,398 ,400

●最近３か年のモーターボート競走事業会計からの繰出金

○「新たな『定数改善計画』」の確実な実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び
　拡充を求める陳情書

提出者　蒲郡市教員組合
　　　　執行委員長　大竹伸明　はじめ 350 名

審査結果　採択

■ 陳　情


